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＝中尾保育所＝が完成 

町 の 人 口 

人 口 9,405 人 （減12) 

男 4,505 人 （減5) 

女 4,900 人 （減7) 

世帯数 3,011世帯（増2) 

出生 7人 転入 30人 

死亡 9人 転出 40人 

(55年2月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

（中尾保育所落成式・ 3月21日） 

郷土上野焼タイルの使用と2階建て 

長年の夢であった中尾保育所ギこのたび完成し、3月21日（金）午前10時30分から落成式 

酬テわれました。これまで中尾保育所は、地区生活館を保育所として利用してきたもので 

すが、同和対策事業で総工費約1億4,230万円をかけて新園舎力健設されました。 

この新園舎の特徴は、玄関（ホール）と手洗所（便所）に郷土芸能の上野焼タイル（大型共 

同作業場）を使用しており、特に手洗所の外かべには園児たちの下書きした絵をモデルに、 

上野焼製品の廃物を利用して見事に描かれております。又、ここは坂道という地形状態と 

敷地条件の関係から、これにあわせた2階建の工夫がなされ、給食は2階ヘリフトにて配 

膳されるしくみとなっております。この近代的保育所の建設により、今後の保育活動が期 

待されます。なお、保育開始は4月4日から。 
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4 月4日ょり保育開始 

ー中尾保育所新園舎― 

【タイルで描かれた壁絵】 

赤
池
中
尾
地
区
に
、
同
和
対
策
事
業
 

で
約
一
億
四
千
二
百
三
十
万
円
の
保
育
 

所
が
、
去
る
三
月
二
十
一
日
完
成
し
、
 

四
月
四
日
よ
り
保
育
を
開
始
し
ま
す
。
 

こ
の
保
育
所
は
長
年
、
地
区
生
活
館
 

を
利
用
し
て
き
た
も
の
で
、
地
元
父
母
 

の
会
よ
り
新
園
舎
の
建
設
の
要
望
が
な
 

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
地
形
状
態
や
 

敷
地
条
件
等
、
又
財
源
面
の
関
係
か
ら
 

今
日
の
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
建
物
の
面
積
は
九
七
一
・
一
六
 

パ
け
ル
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
）
 

と
、
今
の
町
内
保
育
所
に
な
い
二
階
建
 

の建一 

と
な
っ
て
お
り
、
定
員
も
一
五
 

〇
人
と
収
か
盆
肥
力
も
大
規
模
な
園
舎
と
 

な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

③
概
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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の
事
故
防
止
と
媛
 

暴
走
運
転
の
絶
滅
に
重
点
 

4
月

6

日
ー
 15 

日
「
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
 

四
月
六
日
（
日
）
か
ら
十
五
日
（
火
）
ま
 

で
の
十
日
間
、
五
十
五
年
春
の
交
通
安
 

全
県
民
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
 

こ
の
運
動
の
重
点
目
標
は
、
次
の
四
 

つ
で
す
。
 

①
歩
行
者
、
特
に
新
入
学
（
園
）
児
を
中
 

心
と
し
た
子
供
の
交
通
事
故
防
止
 

②
自
転
車
及
び
原
付
・
自
動
ニ
輪
車
の
 

交
通
事
故
防
止
 

③
青
少
年
の
暴
走
運
転
の
絶
滅
 

里
女
全
運
転
管
理
の
充
実
と
安
全
運
転
 

の
確
保
 

昨
年
一
年
間
の
交
通
事
故
死
者
を
み
 

て
も
、
三
人
に
一
人
が
歩
行
者
で
、
な
 

か
で
も
中
学
生
以
下
の
子
供
と
六
十
歳
 

以
上
の
お
年
寄
り
の
多
い
の
が
目
立
っ
 

て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
自
転
車
お
よ
び
原
動
機
付
き
 

自
転
車
乗
車
中
の
死
者
も
、
前
年
に
比
 

べ
て
そ
れ
ぞ
れ
増
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
 

に
歩
行
者
を
加
え
た
い
わ
ゆ
る
カ
交
通
 

弱
者
4

の
死
者
は
、
全
体
の
約
半
数
を
 

占
め
て
い
ま
す
。
 

一
方
、
死
亡
事
故
を
ド
ラ
イ
バ
ー
の
 

運
転
管
理
の
面
か
ら
見
ま
す
と
、
酒
酔
 

い
運
転
、
無
免
許
運
転
、
ス
ピ
ー
ド
違
 

反
の
ク
交
通
三
悪
）
に
よ
る
も
の
が
」

1 

十
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
の
ぽ
っ
て
い
ま
 

す。 ま
た
、
暴
走
族
に
よ
る
無
謀
運
転
も
 

あ
と
を
た
た
ず
、
こ
れ
の
絶
滅
に
監
視
 

活
動
を
強
化
し
、
暴
走
行
為
を
助
長
す
 

る
要
因
の
除
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

運
転
者
の
方
は
、
交
通
ル
ー
ル
を
よ
 

く
守
り
、
つ
ね
に
カ
ゆ
ず
り
合
う
ク
気
 

持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

急
が
な
い
こ
と
、
を
事
故
防
止
の
第
一
 

と
心
得
て
く
だ
さ
い
。
 

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
の
み
な
さ
 

ん
、
無
理
な
横
断
や
急
な
飛
び
出
し
は
 

最
も
危
険
で
す
。
と
く
に
、
子
供
と
お
 

年
寄
り
の
い
る
ご
家
庭
は
交
通
ル
ー
ル
 

に
つ
い
て
、
ふ
だ
ん
か
ら
よ
く
話
し
合
 

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
こ
の
運
動
と
あ
わ
せ
て
、
“
昼
 

間
で
も
光
る
ラ
イ
ト
が
身
を
守
る
方
一
一
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映
 

守
 

精
一
杯
の
保
育
を
し
て
い
き
た
い
と
思
 

い
ま
す
。
 

去
る
三
月
に
は
、
こ
の
新
園
舎
で
五
 

十
四
年
度
の
卒
園
児
を
送
り
出
し
ま
し
 

た
。
そ
し
て
四
月
四
日
の
入
園
式
よ
り
 

い
よ
い
よ
新
園
舎
で
の
保
育
が
始
ま
り
 

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
た
く
さ
ん
の
方
 

々
の
真
心
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
こ
の
 

楽
園
を
、
最
大
に
生
か
し
て
、
地
域
に
 

根
ざ
す
保
育
を
充
実
さ
せ
、
社
会
に
役
 

立
つ
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
こ
と
こ
そ
 

最
大
の
感
謝
の
し
る
し
か
と
存
じ
ま
す
。
 

今
後
に
む
か
っ
て
職
員
一
同
、
同
和
 

議
 

春
う
ら
ら
か
な
早
春
の
候
、
中
尾
保
 

育
所
の
新
園
舎
が
落
成
し
ま
し
た
。
 

中
尾
保
育
所
の
新
園
舎
建
設
に
当
り
 

ま
し
て
は
、
県
を
は
じ
め
、
町
並
び
に
 

町
議
会
、
部
落
解
放
同
盟
組
織
や
大
勢
 

の
方
々
の
児
童
福
祉
に
対
す
る
深
い
ご
 

理
解
と
ご
協
力
の
も
と
に
、
こ
ん
な
素
 

晴
ら
し
い
、
大
変
見
事
な
園
舎
が
落
成
 

さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
職
員
一
同
心
よ
 

リ
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
八
十
年
代
を
世
界
一
 

素
晴
ら
し
い
新
園
舎
で
、
心
を
新
た
に
 

保
育
開
眼
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
 

保
育
と
い
う
事
業
は
決
し
て
華
や
か
 

な
成
果
の
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
し
 

て
や
こ
の
手
で
、
こ
の
眼
で
、
成
果
を
 

つ
か
み
、
成
果
を
見
る
こ
と
は
な
い
の
 

で
す
が
、
そ
の
時
そ
の
時
の
子
ど
も
た
 

ち
と
の
出
逢
い
を
大
切
に
受
け
と
め
頭
 

輪
車
前
照
燈
昼
問
点
燈
運
動
が
三
月
す
 

日
（
土
）
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
（
水
）
の
 

十
カ
月
間
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
二
輪
車
は
原
則
と
し
て
全
 

車
昼
間
走
行
中
は
、
前
照
燈
を
点
燈
す
 

る
も
の
で
、
二
五
〇
」
以
上
の
二
輪
車
 

に
あ
っ
て
は
、
下
向
き
の
点
燈
と
す
る
 

も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
昼
間
点
燈
の
効
果
と
し
て
、
一
一
 

輪
車
の
走
行
、
接
近
状
況
が
、
ほ
か
の
 

車
両
の
運
転
者
に
よ
く
判
り
ま
す
。
 

●
左
折
中
の
ま
き
込
み
事
故
が
防
げ
る
。
 

●
進
路
変
更
中
の
事
故
が
防
げ
る
。
 

●
右
折
中
、
出
合
頭
の
事
故
が
防
げ
る
。
 

こ
の
運
動
の
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
 

結
果
で
は
、
二
輪
車
事
故
が
四
十
パ
ー
 

セ
ン
ト
以
上
減
少
し
ま
し
た
。
 

（
九
州
 

全
域
実
施
中
）
 

奥
永
昭
政
氏
・
中
村
広
瀬
氏
 

田
川
交
通
安
全
協
会
長
表
彰
 

『
交
通
安
全
活
動
に
尽
カ
 

中村さん 

長
年
に
亘
っ
て
田
川
交
通
安
全
協
会
 

に
帰
属
し
、
広
く
交
通
安
全
活
動
に
貢
 

献
さ
れ
た
功
労
が
認
め
ら
れ
、
今
年
の
 

二
月
十
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り
、
田
川
 

交
通
会
館
内
田
川
交
通
安
全
協
会
本
部
 

に
お
い
て
、
田
川
交
通
安
全
協
会
々
長
 

よ
り
本
町
支
部
の
奥
永
昭
政
氏
（
下
高
 

保
育
の
学
習
と
、
同
和
問
題
の
認
識
を
 

深
め
、
今
後
の
保
育
に
役
立
て
て
い
き
 

ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
以
上
に
い
ろ
 

い
ろ
な
方
々
に
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
ご
 

教
示
を
い
た
だ
く
こ
と
が
多
い
こ
と
と
 

思
い
ま
す
が
、
職
員
一
同
心
を
あ
わ
せ
 

ま
こ
と
 
こ
こ
ろ
 

（
誠
・
心
）
を
つ
く
し
て
保
育
に
取
り
 

組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
 

指
導
下
さ
い
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
 

致
じ
ま
す
。
 

新
め
て
赤
池
町
の
多
く
の
方
々
の
保
 

育
事
業
に
対
す
る
よ
り
良
き
ご
理
解
の
 

深
さ
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
保
育
に
専
 

念
出
来
る
こ
と
の
幸
せ
に
感
謝
致
し
ま
 

す。 

父母の会々長 

滝本広子 

中
尾
保
育
所
新
園
舎
完
成
を
心
か
ら
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尾
）
と
中
村
広
瀬
氏
（
上
の
原
）
が
表
 

彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

奥
永
氏
は
昭
和
四
十
二
年
、
中
村
氏
 

は
昭
和
四
十
七
年
か
ら
今
日
ま
で
の
長
 

き
に
亘
り
交
通
安
全
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
 

現
在
、
奥
永
氏
は
田
川
交
通
安
全
協
会
 

赤
池
支
部
の
副
支
部
長
、
中
村
氏
は
同
 

支
部
の
会
計
を
就
任
し
て
お
り
ま
す
。
 

初
段
合
格
お
め
で
と
う
 

目
》
世
良
美
津
子
さ
ん
 

世良さん 

二
月
三
日
（
日
）
、
直
方
市
第
二
中
学
 

校
体
育
館
に
お
い
て
、
筑
豊
地
区
剣
道
 

昇
段
審
査
が
行
わ
れ
、
赤
池
か
ら
中
学
 

二
年
生
の
世
良
美
津
子
さ
ん
（
下
小
路
）
 

が
受
審
し
、
見
事
昇
段
の
栄
に
輝
き
ま
 

し
た
。
お
め
で
と
う
ク
 

老
人
ホ
ー
ム
（
天
郷
荘
）
 

を
慰
間
 

ー
市
場
保
育
所
園
児
た
ち
ー
 

市
場
保
育
所
で
は
、
今
年
も
三
月
一
 

日
（
土
）
午
前
十
時
よ
り
十
一
時
ま
で
老
 

人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
を
慰
問
し
ま
し
た
。
 

毎
年
、
お
ひ
な
祭
り
前
後
に
行
っ
て
 

い
る
慰
間
は
、
今
年
で
も
う
十
二
年
も
 

な
り
、
す
っ
か
り
恒
例
と
な
り
ま
し
た
。
 

今
回
は
、
あ
ざ
み
組
の
園
児
と
父
母
 

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

当
初
は
地
区
の
生
活
館
を
保
育
所
と
 

し
て
出
発
し
、
八
年
目
の
今
、
町
内
で
 

は
一
番
の
マ
ン
モ
ス
保
育
所
の
新
設
と
 

な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
一
年
、
先
生
や
園
児
た
ち
は
少
 

な
か
ら
ず
も
不
便
な
環
境
の
中
で
過
ご
 

さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
新
園
 

舎
の
完
成
を
心
か
ら
待
ち
望
ん
で
お
ら
 

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

子
供
た
ち
の
限
り
な
い
明
日
へ
の
夢
 

と
、
無
限
の
可
能
性
、
そ
し
て
子
供
た
 

ち
の
す
こ
や
か
な
成
長
に
ふ
さ
わ
し
い
 

新
園
舎
の
新
設
に
、
お
骨
折
り
い
た
だ
 

き
ま
し
た
福
祉
会
、
及
び
関
係
各
位
の
 

方
々
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
し
て
お
り
 

ま
す
。
 

新
園
舎
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
 

設
備
等
の
素
晴
ら
し
さ
に
目
を
み
は
る
 

ば
か
り
で
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
、
子
供
た
ち
が
よ
り
良
 

い
環
境
の
中
で
、
楽
し
い
毎
日
を
過
ご
 

す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
父
母
の
一
 

人
と
し
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
又
、
 

園
長
ほ
か
諸
先
生
方
に
は
、
ご
多
忙
な
 

毎
日
で
大
変
な
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
父
 

母
の
会
も
地
域
の
方
々
の
手
助
け
を
い
 

た
だ
い
て
、
よ
り
以
上
に
ご
協
力
を
さ
 

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 MUI 

J
 

U
 

の
会
役
員
の
皆
さ
ん
が
慰
間
し
た
も
の
 

で
、
集
会
所
の
広
間
に
は
元
気
な
お
顔
 

の
お
年
寄
り
が
大
熱
」
」
木
ま
っ
て
き
て
、
 

子
供
た
ち
が
心
を
こ
め
て
作
っ
た
「
幸
 

福
の
鈴
人
形
」
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
に
 

し
て
、
鈴
を
な
ら
し
て
み
た
り
、
お
互
 

い
に
見
せ
合
っ
た
り
し
て
大
変
喜
ん
で
 

い
ま
し
た
。
 

又
、
「
わ
ら
べ
歌
」
を
う
た
っ
た
り
、
 

「
ず
い
ず
い
ず
っ
こ
ろ
ば
し
」
や
「
あ
 

や
と
り
」
を
し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
 

過
ご
し
ま
し
た
。
 

お
年
寄
り
も
昔
を
想
い
出
し
て
、
 
一 

生
懸
命
あ
や
と
り
を
す
る
表
情
は
、
本
 

当
に
生
き
生
き
と
し
て
お
り
、
お
年
寄
 

り
も
子
供
た
ち
に
得
意
な
歌
を
う
た
っ
 

て
聞
か
せ
た
り
、
昔
話
を
し
た
り
し
て
 

大
変
活
気
に
満
ち
た
姿
に
、
父
母
の
会
 

役
員
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
「
赤
池
小
唄
」
 

や
「
炭
坑
節
」
を
レ
コ
ー
ド
に
あ
わ
せ
 

て
踊
っ
た
り
し
て
大
変
貴
重
な
日
で
し
 

た。 来
年
は
、
も
っ
と
昔
の
お
話
を
聞
か
 

せ
て
も
ら
お
う
と
、
 

「
お
じ
い
さ
ん
、
 

お
ば
あ
さ
ん
、
元
気
で
ね
。
又
来
年
会
 

い
ま
し
ょ
う
」
と
、
子
供
た
ち
も
満
足
 

そ、 

に
天
郷
荘
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。
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無鷲鷲綴鶏議驚鷺 新
年
度
予
算
な
と
 24 

議
案
可
決
 

一
 3 月定例町議会 一
 

た
め
、
同
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
 

〇
現
委
員
太
田
敏
生
氏
が
五
十
五
年
 

三
月
ニ
十
九
日
、
加
治
馨
氏
が
五
十
五
 

年
三
月
三
十
一
日
を
以
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
 

任
期
満
了
と
な
っ
た
た
め
、
両
氏
が
再
 

任
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
昭
和
五
十
五
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

予
算
 

〇
昭
和
五
十
五
年
度
の
歳
入
歳
出
予
 

算
の
状
況
は
次
表
の
と
お
り
で
、
本
年
 

度
予
算
総
額
は
三
十
二
億
四
十
万
円
で
 

前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
十
二
・
五
 

督
と
大
幅
な
減
額
予
算
と
な
っ
て
い
ま
 

す。 

59,597(1.9%) 
75,191(2.3%)

71. 463(2. 2%) 
、 54
 

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
・
条
例
の
改
正
 

／
町
道
の
廃
止
と
認
定
・
財
産
の
取
得
と
処
分
な
ど
 

三
月
定
例
町
議
会
は
、
三
月
十
二
日
 

か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
二
十
日
間
 

に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、
新
年
度
予
算
を
 

は
じ
め
、
二
十
四
議
案
を
可
決
し
ま
し
 

た。 
一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、
総
額
で
 

三
十
二
億
四
十
万
円
で
、
こ
れ
は
昨
年
 

度
当
初
予
算
に
比
べ
十
二
・
五
智
減
と
 

大
幅
な
減
額
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

,
 

ー

 

、J
一 

つ×、 

t 

、

！

 

《
主
な
経
費
の
内
訳
》
 

③
同
和
対
策
事
業
（
三
億
八
千
六
百
五
 

十
ニ
ガ
四
千
円
）
 

※
同
和
対
策
事
業
費
（
下
排
水
路
改
 

良
工
事
、
防
火
水
槽
設
置
工
事
）
 

※
 

農
業
振
興
同
和
対
策
費
（
か
ん
が
い
施
 

設
工
事
、
た
め
池
改
良
工
事
、
農
道
改
 

良
工
事
、
農
業
水
路
改
良
工
事
、
農
機
 

具
購
入
）
 

※
同
和
地
区
道
路
橋
梁
費
 

※
同
和
進
学
奨
励
金
入
学
支
度
金
就
 

職
支
度
金
 
※
同
和
教
育
助
成
金
 
※
 

同
和
教
ム
星
貝
 

※
同
和
教
育
事
業
費
等
 

③
失
業
対
策
事
業
（
七
億
二
千
四
百
三
 

十
三
万
六
千
円
）
 

※
一
般
失
業
対
策
事
業
費
 
※
緊
急
 

本
年
度
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
 

共
に
極
度
の
赤
字
財
政
で
あ
り
、
こ
の
 

ま
ま
で
は
必
然
的
に
赤
字
準
用
団
体
の
 

指
定
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
現
状
と
な
っ
て
 

お
り
、
本
年
度
を
初
年
度
と
し
て
一
般
 

会
計
、
特
別
会
計
共
に
五
カ
年
計
画
で
 

再
建
で
き
る
よ
う
真
剣
に
取
り
組
ん
で
 

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

よ
っ
て
本
年
度
は
、
同
和
対
策
事
業
 

就
労
対
策
事
業
費
 
※
産
炭
地
域
開
発
ざ
 

就
労
事
業
費
 
※
特
定
地
域
開
発
就
労
 

事
業
費
 

③
公
営
住
宅
建
設
事
業
（
二
億
一
千
六
 

百
七
万
二
千
円
）
 

※
同
和
向
公
営
住
宅
建
設
四
十
戸
 

③
災
害
関
連
事
業
（
一
千
九
百
十
五
万
 

九
千
円
）
 

※
ボ
タ
山
防
災
事
業
費
 

▼
昭
和
五
十
五
年
度
赤
池
町
国
民
健
康
 

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
予
算
 

〇
予
算
総
額
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
一
 

億
七
千
九
百
二
十
四
万
一
干
円
 

▼
昭
和
五
十
五
年
度
赤
池
町
住
宅
新
築
 

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算
 

〇
予
算
総
額
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
 

億
九
千
ニ
白
七
十
八
カ
六
千
円
 

▼
昭
和
五
十
五
年
度
赤
池
町
地
域
開
発
 

事
業
特
別
会
計
予
算
 

〇
予
算
総
額
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
 

億
二
干
二
十
三
万
円
 

▼
昭
和
五
十
五
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
 

業
会
計
予
算
 

〇
収
益
的
収
入
及
び
支
出
予
定
額
そ
 

れ
ぞ
れ
一
億
六
千
七
百
二
十
八
万
七
千
 

円
、
資
本
的
収
入
一
千
円
、
支
出
六
百
 

六
万
八
千
円
 

▼
昭
和
五
十
五
年
度
赤
池
町
立
病
院
事
 

業
特
別
会
計
予
算
 

〇
収
益
的
収
入
及
び
支
出
予
定
額
は
 

収
入
四
億
五
千
五
百
三
十
六
万
三
千
円
、
 

支
出
四
億
五
千
四
十
ニ
万
八
千
円
、
資
 

本
的
収
入
三
千
円
、
支
出
八
百
三
十
一
一
 

カ
七
千
円
 

▼
赤
池
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
 

を
除
き
、
目
玉
事
業
を
さ
け
、
単
独
事
 

業
を
圧
縮
し
て
国
県
補
助
の
見
透
し
の
 

な
い
事
業
は
除
い
て
お
り
ま
す
。
福
祉
 

行
政
に
つ
い
て
も
現
行
制
度
よ
り
後
退
 

し
な
い
よ
う
心
掛
け
て
い
く
考
え
で
あ
 

り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
内
需
を
中
心
と
す
る
景
 

気
の
動
向
よ
り
も
、
財
政
再
建
を
眼
目
 

と
し
て
徹
底
し
た
歳
出
の
切
り
つ
め
を
 

行
う
こ
と
を
基
盤
と
し
て
本
年
度
予
算
 

の
編
成
が
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

な
お
、
財
政
再
建
に
あ
た
り
、
町
財
 

政
を
正
常
化
す
る
た
め
、
当
分
の
間
、
 

住
民
の
協
力
を
是
非
お
願
い
し
、
手
数
 

料
、
使
用
料
等
の
若
干
の
負
担
を
お
願
 

い
し
、
少
し
で
も
町
負
担
の
軽
減
を
は
 

か
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

《
内
容
は
次
の
と
お
り
》
 

▼
昭
和
五
十
四
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
 

〇
補
正
額
一
億
六
千
七
百
四
十
四
万
 

五
千
円
 
o
予
算
総
額
五
十
二
億
六
千
 

八
百
六
十
一
万
四
千
円
 

▼
昭
和
五
十
四
生
毒
図
赤
池
町
住
宅
新
築
 

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
 

〇
補
正
額
二
千
七
百
二
十
二
万
円
 

〇
予
算
総
額
三
億
一
千
八
百
四
万
七
千
 

円
 

▼
昭
和
五
十
四
」
止
詐
戻
赤
池
町
地
域
開
発
 

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
 

〇
補
正
額
四
千
九
百
四
十
八
万
三
千
 

円
 
〇
予
算
総
額
八
千
八
百
二
十
九
万
 

四
千
円
 

、，マ 

〇
現
委
員
が
一
名
欠
員
の
た
め
、
小
 

松
宏
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
町
有
財
産
取
得
に
つ
い
て
 

o
赤
池
町
工
場
団
地
用
地
（
戸
瀬
ケ
 

谷
）
で
町
土
地
開
発
公
社
所
有
分
を
、
 

赤
池
町
が
買
収
す
る
に
あ
た
り
、
議
会
 

の
同
意
を
得
ま
し
た
。
 

▼
町
有
財
産
処
分
に
つ
い
て
 

〇
赤
池
町
工
場
団
地
用
地
（
片
志
槻
ケ
 

谷
）
の
一
部
を
地
域
振
興
整
備
公
団
に
 

売
却
す
る
に
あ
た
り
、
議
会
の
同
意
を
 

得
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
 

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
 

正
す
る
条
例
の
制
定
 

〇
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に
 

基
づ
い
て
、
議
会
議
員
の
報
酬
が
改
正
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
昭
和
五
十
四
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
 

〇
補
正
額
二
億
六
千
三
十
九
万
五
千
 

円
 
〇
予
算
総
額
五
十
五
億
二
千
九
百
 

九
千
円
 

報
告
、
請
願
、
陳
情
、
決
議
 

▼
昭
和
五
十
四
年
事
務
監
査
報
告
 

▼
昭
和
五
十
四
年
事
務
報
告
 

▼
財
政
再
建
計
画
書
の
報
告
 

▼
失
対
事
業
制
度
の
再
確
立
、
失
業
者
 

の
就
労
と
生
活
保
障
に
つ
い
て
の
請
願
 

▼
「
定
年
延
長
の
促
進
に
関
す
る
決
議
 

」
に
関
す
る
請
願
 

▼
石
炭
関
係
諸
法
の
大
幅
な
期
限
延
長
 

に
関
す
る
決
議
 

▼
歳
計
現
金
預
入
先
指
定
 

〇
例
年
ど
お
り
の
取
扱
い
金
融
機
関
 

の
指
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

▼
赤
池
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
 

改
正
す
る
条
例
の
制
定
 

▼
赤
池
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

条
例
の
制
定
 

▼
赤
池
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
 

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

の
制
定
 

〇
い
ず
れ
も
諸
物
価
の
上
昇
及
び
社
 

会
一
般
の
実
情
に
か
ん
が
み
、
手
数
料
 

等
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
 

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
 

〇
国
保
運
営
協
議
会
の
諮
問
に
よ
り
 

近
隣
町
村
の
動
向
に
併
せ
て
、
郡
内
統
 

一
し
て
助
産
費
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
町
道
路
線
の
廃
止
 

〇
上
野
橋
の
新
設
に
よ
り
、
旧
赤
池
 

橋
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
町
道
路
線
の
認
定
 

〇
町
道
八
路
線
の
新
設
に
よ
る
町
道
 

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
財
産
の
無
償
貸
付
け
 

〇
福
岡
県
失
業
対
策
事
業
で
町
公
共
 

施
設
内
の
整
備
を
行
う
た
め
、
そ
の
現
 

場
施
設
の
敷
地
と
し
て
、
田
川
失
業
対
 

策
事
務
所
に
町
有
財
産
で
あ
る
中
町
地
 

区
の
一
部
の
土
地
が
無
償
貸
付
け
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
 

委
員
の
選
任
 

〇
現
委
員
稲
垣
力
氏
が
五
十
五
年
四
 

月
一
日
を
以
っ
て
任
期
満
了
と
な
っ
た
 

J
 

▼
北
九
州
財
務
局
存
置
に
関
す
る
陳
情
 

以
上
七
件
、
い
ず
れ
も
採
択
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

☆
 

1
日
（
火
）
 

2
日
（
水
）
 

5
日
（
土
）
 

7
日
（
月
）
 

8
日
（
火
）
 

9
日
（
水
）
 

10 

日
（
木
）
 

11 

日
（
金
）
 

17 

日
（
木
）
 

18 

日
（
金
）
 

20 

日
（
日
）
 

23 

日
（
水
）
 

27 

日
（
日
）
 

29 

日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
確
ン
タ
世
 

ェ
ー
プ
リ
ル
・
フ
ー
ル
 

会
計
年
度
始
期
 

図
書
館
記
念
日
 

清
明
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

世
界
保
健
デ
ー
 

市
場
小
学
校
入
学
式
 

上
野
小
学
校
入
学
式
 

花
ま
つ
り
 

中
学
校
入
学
式
 

婦
人
週
間
は
じ
ま
る
 

メ
ー
ト
ル
法
公
布
記
念
日
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
？
ン
タ
m
) 

土
用
 

発
明
の
日
 

逓
信
記
念
日
 

第
一
回
参
院
選
挙
（
昭
 22
 

) 

穀
雨
 

ふ
み
の
日
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

天
皇
誕
生
日
 

▼
利
害
の
為
に
生
き
方
を
変
え
て
い
る
 

と
、
利
害
に
よ
っ
て
行
き
詰
ま
る
▲
 



昭和55年4月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

第207号 

まち 

の
 

一 文 壮“ 
本 

一
 

蔵
本
 
雨
亭
 

雨
ご
と
に
春
が
深
ま
り
、
日
脚
は
 

？羊・ 

伸
び
、
黄
昏
の
路
地
裏
に
も
明
る
く
弾
 

む
も
の
が
あ
る
。
 

昨
年
の
晩
秋
の
こ
と
、
仕
事
中
に
左
 

足
を
骨
折
し
闘
病
生
活
が
今
日
ま
で
続
 

い
て
い
る
。
は
か
ら
ず
も
送
ら
ね
ば
な
 

ら
な
く
な
っ
た
闘
病
生
活
も
、
以
前
よ
 

り
俳
句
に
親
し
ん
で
い
た
お
蔭
で
ど
ん
 

な
に
慰
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
 

病
床
に
あ
っ
て
は
自
ら
視
界
に
も
限
 

度
が
あ
る
。
健
康
な
時
に
は
見
落
し
そ
 

う
な
窓
か
ら
の
紅
葉
し
て
い
く
山
々
、
 

澄
み
わ
た
る
空
を
眺
め
、
や
が
て
は
落
 

葉
し
て
い
く
木
々
に
哀
感
を
覚
え
る
。
 

こ
の
よ
う
な
景
に
触
れ
て
は
十
七
文
 

字
に
よ
る
ス
ケ
ッ
チ
、
俳
句
を
作
り
、
 

退
屈
す
る
こ
と
な
く
日
々
を
過
ご
す
こ
 

と
が
出
来
た
。
 

●
病
む
身
に
は
犬
が
相
手
の
師
走
か
な
 

●
小
春
日
や
山
門
見
ゆ
る
窓
開
く
 

●
風
花
や
一
気
に
山
を
越
へ
て
来
し
 

一
月
の
末
よ
り
試
歩
が
ゆ
る
さ
れ
、
 

己
れ
の
両
足
を
地
に
つ
け
て
歩
く
こ
と
 

の
喜
び
を
感
じ
、
今
ま
で
の
限
ら
れ
た
 

視
界
よ
り
、
 

一
気
に
広
が
っ
た
視
界
の
 

美
し
さ
に
、
心
の
た
か
ぶ
り
を
隠
し
得
 

、
 

な
か
っ
た
。
外
界
の
風
は
、
ま
だ
冷
た
 

さ
が
残
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
苦
に
も
 

な
ら
ず
、
歩
け
る
喜
び
が
日
毎
に
試
歩
 

を
伸
ば
す
こ
と
が
出
来
た
。
 

●
試
歩
の
身
の
余
寒
の
風
の
苦
に
な
ら
 

ず
 

●
か
じ
か
み
し
心
ほ
ぐ
る
、
ほ
ど
に
癒
 

、え 
●
杖
つ
き
て
狭
庭
ほ
ど
よ
き
梅
探
る
 

●
紅
梅
や
試
歩
に
疲
れ
て
も
ど
り
け
り
 

●
二
分
咲
き
の
梅
の
白
さ
に
あ
る
日
射
 

ー

 

俳
句
を
始
め
て
季
節
の
移
り
か
わ
り
、
 

つ
ち
か
 

生
活
の
中
に
培
わ
れ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
 

な
行
事
な
ど
、
折
に
触
れ
て
は
俳
句
を
 

つ
く
り
、
日
本
の
四
季
の
美
し
さ
、
俳
 

句
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
た
つ
も
 

り
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
数
力
月
間
 

の
闘
病
生
活
の
お
蔭
で
、
物
を
更
に
深
 

く
見
つ
め
る
心
、
物
の
美
に
対
す
る
驚
 

き
の
心
、
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
。
己
 

れ
の
心
の
進
歩
を
喜
ん
で
い
る
。
職
場
 

へ
の
復
帰
も
真
近
か
で
あ
る
。
 

●
日
春
の
喜
び
は
野
に
出
で
、
よ
り
 

●
ロ
笛
も
吹
き
た
き
気
持
青
き
踏
む
 

●
昼
の
月
雲
よ
り
薄
く
草
萌
ゆ
る
 

●
野
の
萌
に
心
の
弾
む
試
歩
と
な
り
 

五
カ
月
ぶ
り
に
池
田
一
歩
氏
宅
の
句
 

会
に
も
出
席
 

。 

●
潮
騒
の
春
主
月
定
す
る
ご
と
く
 

と
も
 

お
 11 
ろ
 

●
早
柄
の
引
く
潮
鳴
り
も
騰
か
な
 

天
留
翁
 

●
玄
関
の
芽
柳
垂
る
、
鰻
茶
屋
 

●
摘
草
に
帰
ら
ぬ
日
々
を
偲
び
つ
、
 

,
 

春
 
翁
 

、
ノ
 

つ）／× 
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完
全
優
勝
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赤
池
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チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん
】
 

/
 

●
落
椿
七
盛
塚
に
句
碑
の
辺
に
 

●
店
の
娘
の
笑
顔
に
つ
ら
れ
リ
ン
ゴ
買
 

ふ
 

一 

歩
 

●
紅
梅
と
よ
き
距
離
に
あ
る
縁
の
椅
子
 

●
揚
雲
雀
鳶
の
空
は
別
に
あ
り
 駒

 
女
 

●
流
れ
ね
ば
気
づ
か
ぬ
ほ
ど
の
水
草
生
 

,a
 

リ
ん
 

●
潮
風
の
白
梅
に
来
て
凍
と
吹
く
 

は
る
の
女
 

●
い
つ
も
な
ら
灯
の
と
も
る
汽
車
日
脚
 

伸
ぶ
 

●
鳥
帰
る
日
に
日
に
森
の
し
づ
も
れ
る
 

雨
 
亭
 

植
物
の
働
き
と
役
目
 

（
赤
池
下
町
）
 

中
村
 
市
郎
 

地
球
上
は
沢
山
の
種
類
の
植
物
が
あ
 

り
ま
す
が
、
ど
れ
も
普
通
は
緑
色
の
葉
 

が
あ
っ
て
、
そ
の
葉
で
自
分
の
養
分
を
 

つ
く
り
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
生
長
し
 

て
い
ま
す
。
 

葉
で
で
き
る
養
分
は
、
葉
の
緑
色
の
 

も
と
に
な
っ
て
い
る
葉
緑
素
の
働
き
で
 

つ
く
ら
れ
ま
す
。
葉
緑
素
は
、

空
気
中
 

の
二
酸
化
炭
素
と
根
か
ら
吸
い
上
げ
た
 

水
を
原
料
に
し
て
、
日
光
の
力
で
養
分
 

を
つ
く
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
時
、
 

葉
か
ら
酸
素
を
空
気
中
に
出
し
ま
す
。
 

人
間
も
ふ
く
め
て
全
て
の
動
物
は
、
 

植
物
を
食
べ
た
り
、
又
は
植
物
を
食
ベ
・
 

oo 

建
 

赤
池
チ
ー
ム
完
全
優
勝
ク
 

ー
町
村
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
ー
 

郡
小
学
校
P
T
A
連
合
会
主
催
 

第
一
回
田
川
郡
小
学
校
P
T
A
連
合
 

会
主
催
の
町
村
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
 

会
が
、
三
月
二
日
（
日
）
市
場
小
学
校
体
 

育
館
で
行
わ
れ
、
赤
池
町
チ
ー
ム
は
強
 

剛
、
糸
田
町
、
川
崎
町
、
香
春
町
チ
ー
 

ム
を
ス
ト
レ
ー
ト
で
敗
っ
て
見
事
完
全
 

優
勝
し
ま
し
た
。
 

連
合
会
長
の
池
田
頼
会
長
、
地
元
小
 

野
義
春
校
長
を
は
じ
め
選
手
連
も
、
こ
 

の
優
勝
の
喜
び
を
本
町
の
児
童
生
徒
の
 

健
全
育
成
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
と
大
張
 

り
切
り
で
す
。
 

戦
績
は
次
の
と
お
り
 

。 

、
●
ー
 

n
ノ
］
ノ
 

●
赤
池
町
（
 12 

叩
）
糸
田
町
 

ノ
。
乙
 

1
上
、
 

●
赤
池
 

、n
ノ］ 

0

ノ 

（
ド
n
）
川
崎
町
 

21
 

1
8
 

て
大
き
く
な
っ
た
動
物
を
食
べ
て
、
そ
 

れ
を
栄
養
に
し
て
成
長
し
て
い
ま
す
。
 

又
、
呼
吸
す
る
に
は
空
気
中
の
酸
素
が
 

必
要
で
す
。
 

つ
ま
り
、
動
物
は
植
物
が
な
け
れ
ば
 

食
べ
物
も
と
れ
ず
、
呼
吸
も
で
き
ず
、
 

生
き
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

そ
の
他
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
み
て
 

も
、
食
べ
物
や
衣
類
、
住
居
等
に
い
た
 

る
ま
で
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
植
物
の
お
 

か
げ
を
受
け
て
い
な
い
も
の
は
あ
り
ま
 

せ
ん
。
こ
う
考
え
ま
す
と
、
田
畑
や
山
 

に
栽
培
し
て
い
る
作
物
や
樹
木
は
勿
論
 

の
こ
と
、
道
端
や
野
山
に
自
然
に
は
え
 

て
い
る
植
物
ま
で
、
ど
れ
も
私
た
ち
の
 

生
活
に
深
い
関
係
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
 

り
ま
す
。
 

以
上
の
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
、
た
 

と
え
道
端
の
小
草
で
も
お
ろ
そ
か
に
で
 

き
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
 

ー
あ
る
盆
栽
誌
よ
り
ー
 

つ
 
れ
 
づ
 
れ
 
に
 
④
 

（
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
）
 

松
本
た
か
し
 

き
ん
だ
ち
 

●
公
達
の
沈
み
し
浦
や
春
の
朝
 

●
春
の
潮
朱
塗
の
宮
の
菊
ご
紋
 

●
龍
宮
も
か
く
や
と
春
の
浦
の
宮
 

●
七
盛
塚
春
日
に
な
ら
び
潮
の
み
ゆ
 

●
幼
帝
の
春
潮
前
に
南
無
の
陵
 

町
育
英
資
金
受
給
 

希
望
者
の
公
募
 

五
十
五
生
毒
区
赤
池
町
育
英
資
金
に
つ
 

い
て
次
の
と
お
り
貸
与
い
た
し
ま
す
の
 

で
、
ご
希
望
の
方
は
町
教
育
委
員
会
ま
 

で
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

▼
受
給
資
格
n
①
町
内
に
一
年
以
上
在
 

住
す
る
も
の
。
②
身
体
強
健
で
学
業
 

優
秀
な
も
の
。
③
品
行
方
正
で
志
操
 

堅
実
で
在
学
校
長
の
推
せ
ん
す
る
も
 

の
 。

 

▼
貸
与
額
と
人
員
 

ハ
里
局
校
（
3
名） 

〇
月
額
 

一
人
→
五
千
円
 

〇
入
学
支
度
金
一
人
→
一
万
五
千
円
 

②
大
学
（
短
大
含
む
）
2
名
 

〇
月
額
 

一
人
→
一
万
円
 

〇
入
学
支
度
金
 

一
人
→
三
万
円
 

▼
貸
与
期
間
廿
育
英
資
金
を
貸
与
す
る
 

期
間
は
、
貸
与
を
開
始
し
た
時
か
ら
 

奨
学
生
が
在
（
土
9
る
学
校
の
正
規
の
 

修
学
期
間
と
す
る
。
 

▼
貸
与
金
の
返
還
n
貸
与
金
の
返
還
は
 

卒
業
の
一
年
後
か
ら
次
表
の
と
お
り
。
 

貸
与
を
受
け
た
金
額
の
総
額
 
返
還
の
期
間
 

一
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
未
満
 

五
年
以
内
 

二
〇
〇
、
〇
〇
O
円
以
上
 

一
〇
年
以
内
 

▼
受
付
期
間
及
び
場
所
 

55 

年
4
月
1
日
1
4
月
 30 

日
ま
で
 

赤
池
町
教
育
委
員
会
（
町
民
会
館
内
）
 

※
そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
教
育
委
員
 

会
へ
お
間
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

固
赤
池
4
1
0
0
番
 

J
 

●赤池町（m
冒
）
香
春
町
 

【
選
手
の
紹
介
】
 

監
督
藤
掛
修
ー
 

ギ
ャ
プ
テ
ン
高
林
 

悦
子
 
早
川
久
美
子
 
林
志
津
 
小
笹
 

砂
代
 
福
原
俊
子
 
高
林
順
子
 
星
月
 

末
子
 
山
根
照
子
 
舌
間
栄
子
 
安
武
 

カ
ツ
子
 
水
上
幸
美
 
穂
坂
淑
子
 
世
 

話
係
太
田
順
之
 

麟
麟
緋
麟
髄
緯
綴
難
 

画
期
的
な
土
地
対
策
立
法
と
し
て
、
 

国
土
利
用
計
画
法
が
昭
和
四
十
九
年
十
 

二
月
二
十
四
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
 

そ
の
後
、
各
地
で
こ
の
法
律
に
違
反
す
 

ん，, 

題 「少女」 

優秀作品に “三宅嘉ーさ 

3月例会『写団フアミリー』 一
 

3月14日徐）午後7時から町民会館において、会員9名が出席し、 

85点の作品を持ちよリ、3月例会の合評をした。 

《今月の優秀作品〉 

一席「三宅嘉一」 二席「桑野博明」 三席「岡部日出朗」 

四席「花井ー洋」 ユi席「村田義美」 六席「戸塚栄太郎」 

（評） 今月は三宅さんの作品ですが、全体的には良くまとま 

った画面構成になっています。 

ただ、少し残念に思うのは、この少女の表情とバックの「ツタ」 

の状態が画面に合ってないように思います。この写真を見る限り、 

ツタの葉があった方が、この少女には合うのではないでしようか。 

ツタの葉か茂った頃、もうー度撮影してみたらいかがでしょう 

か。 （早谷克粘） 

違反者に（龍】轟」） 

る
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

本
町
の
場
合
、
規
制
区
域
及
び
都
市
 

計
画
区
域
以
外
の
区
域
で
あ
る
の
で
、
 

土
地
売
買
等
の
契
約
を
締
結
し
ょ
う
と
 

す
る
場
合
は
、
許
可
制
は
該
当
し
ま
せ
 

ん
が
、
届
出
制
が
必
要
で
す
の
で
違
反
 

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

（
た
だ
 

し
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
当
事
者
の
 

一
方
で
あ
る
場
合
は
免
除
）
 

届
出
制
に
つ
い
て
 

町
内
に
お
い
て
、
 

一
万
平
方
米
以
上
 

の
土
地
に
つ
い
て
土
地
売
買
等
の
契
約
 

を
締
結
し
ょ
う
と
す
る
場
合
は
、
当
事
 

者
は
町
長
を
経
由
し
て
県
知
事
に
届
出
 

る
こ
と
、
及
び
届
出
後
六
週
間
以
内
は
 

契
約
を
締
結
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
 

こ
れ
に
違
反
し
て
、
届
出
を
し
な
い
 

で
土
地
売
買
等
の
契
約
を
締
結
し
た
者
 

は
、
六
カ
月
以
下
の
懲
役
、
又
は
三
十
 

万
円
以
下
の
罰
金
が
処
せ
ら
れ
ま
す
。
 

業
 
業
 
業
 
W末
 
v末
 
業
 
業
 

J
 

犬
は
人
に
迷
惑
を
か
け
ず
 

責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
 

最
近
、
犬
に
よ
る
被
害
が
各
地
に
発
 

生
し
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
つ
つ
 

あ
り
ま
す
。
我
が
子
の
よ
う
に
可
愛
い
 

犬
で
も
飼
い
方
を
誤
ま
る
と
、
人
に
咳
 

み
つ
い
た
り
、
田
畑
を
荒
し
、
大
変
迷
 

惑
を
か
け
ま
す
。
犬
は
責
任
を
も
っ
て
 

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。
 

圏
犬
は
登
録
、
注
射
を
必
ず
受
け
る
。
 

〇
登
録
鑑
札
、
注
射
済
票
を
首
輪
に
つ
 

け
な
け
れ
ば
野
犬
だ
と
見
な
さ
れ
、
捕
 

獲
さ
れ
ま
す
。
 

圏
犬
は
つ
な
い
で
飼
い
、
運
動
は
引
綱
 

で
し
ま
し
ょ
う
。
 

〇
通
学
通
園
の
学
童
、
幼
児
又
は
郵
便
、
 

新
聞
、
牛
乳
な
ど
の
配
達
の
人
達
が
怖
 

が
っ
て
ま
す
。
農
家
の
人
も
家
畜
を
お
 

そ
わ
れ
た
り
、
田
畑
を
荒
さ
れ
て
困
っ
 

て
い
ま
す
。
 

圏
犬
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

不
用
に
な
っ
た
犬
は
、
役
場
、
又
は
 

保
健
所
に
連
絡
し
て
、
持
っ
て
行
き
ま
 

し
ょ
、
つ
。
 

●
」
●
」
に
も
 

咳
（
こ
う
）
害
 

人
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
 

注
意
を
 

p
 戸
 

ペ
ッ
ト
を
飼
う
 

人
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
 



し、 

昭和55年4月l I 1 い け か
 

あ
 

報
 

広
 

第207号 
昭和55年4月1日 け

 
か
 

あ
 

報
 

広
 

[I 0
 

。
乙
 第

 

有
利
で
便
利
な
前
納
制
度
 

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
 

四
月
か
ら
保
険
料
額
も
切
り
か
わ
り
、
 

新
し
い
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
 

こ
の
新
し
い
生
毒
図
の
始
ま
り
に
一
年
前
 

納
を
考
え
て
み
て
下
さ
い
。
 

前
納
を
す
れ
ば
 

●
納
め
忘
れ
が
防
げ
ま
す
。
 

つ
い
、
う
っ
か
り
の
納
め
忘
れ
が
な
 

く
な
り
、
万
一
の
事
故
の
と
き
、
母
子
 

年
金
、
障
害
年
金
な
ど
を
受
け
る
権
利
 

が
守
ら
れ
、
老
後
の
年
金
も
安
心
で
す
。
 

●
手
数
が
省
か
れ
ま
す
。
 

年
に
何
回
も
分
け
て
納
め
る
手
間
が
 

か
か
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
留
守
が
ち
の
 

区 分 

な
の
の
額
 

し
き
分
料
 

納
と
年
険
 

前
い
1

保
 

1 年 

前納額 
割引額 

定額保険料 45,240 
円 

44,150 
円 

1,090 
円 

付加保険料に 

加入の場合 

（定額＋付加） 

50,040 
I II 

0
円
 

n
くu 8

 
8
 

4A 0
円
 

1
 

2
 

1
 

(4
月
に
一
年
分
前
納
し
た
場
合
）
 

人
な
ど
便
利
で
す
。
 

●
割
り
引
き
が
あ
り
ま
す
。
 

年
五
分
五
厘
の
複
利
計
算
で
割
引
が
 

あ
り
ま
す
の
で
、
大
変
有
利
で
す
。
 

納
め
忘
れ
の
保
険
料
が
 

納
め
ら
れ
ま
す
 

国
民
年
金
の
特
例
納
付
は
 

6
月
 30 

日
ま
で
で
す
 

あ
と
残
さ
れ
た
期
間
も
僅
か
で
す
。
 

こ
の
最
後
の
機
会
を
逃
が
す
と
、
も
う
 

一
生
涯
年
金
が
も
ら
え
ま
せ
ん
。
七
十
 

歳
か
ら
の
老
齢
福
祉
年
金
が
も
ら
え
る
 

の
は
、
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
以
前
 

に
生
ま
れ
た
人
た
ち
だ
け
で
す
。
 

今
な
ら
、
ま
だ
間
に
合
う
こ
の
最
後
 

の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
下
さ
い
。
 

●
納
付
対
象
期
間
 

昭
和
 36 

年
4
月
か
ら
の
強
制
加
入
の
 

期
間
 

●
特
例
納
付
保
険
料
 

ー
カ
月
 

四
、
〇
〇
〇
円
 

●
納
付
期
限
 

昭
和
 55 

年
6
月
 30 

日
ま
で
 

※
生
活
が
苦
L
く
て
特
例
納
付
が
困
 

一
 

。

 

確
定
申
告
が
間
違
「
て
 

い
た
と
き
は
 

税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
 

た
後
で
、
計
算
違
い
な
ど
の
た
め
に
、
 

申
告
し
た
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
こ
と
 

に
気
付
い
た
人
は
、
正
し
い
申
告
に
直
 

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

⑥
申
告
し
た
税
金
が
少
な
過
ぎ
た
と
き
 

申
告
し
た
税
金
が
少
な
か
っ
た
り
、
 

還
付
を
受
け
た
税
金
が
多
過
ぎ
た
と
き
 

は、 

「
修
正
申
告
」
を
す
る
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後
 

で
は
、
追
加
の
税
金
だ
け
で
な
く
、
余
 

分
に
過
少
申
告
加
算
税
が
か
か
リ
ま
す
 

の
で
お
早
目
に
 

⑥
申
告
し
た
税
金
が
多
過
ぎ
た
と
き
 

間
違
っ
て
税
金
を
納
め
過
ぎ
て
い
た
 

り
、
還
付
を
受
け
る
税
金
が
少
な
か
っ
 

た
と
き
は
、
 

「
更
正
の
請
求
」
を
す
る
 

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
更
正
の
請
求
 

エンゼルクイズ 

【第44回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、大相撲春場所の優勝力士はだれ？ 

④若乃花 ⑧北の湖 ⑥輪島 

2 、碁石の白の石は全部でいくつある？ 

④ 1 4 0個 ⑧160個 ⑥180個 

3 、赤銅鈴之助の必殺のわざは？ 

④居合ぎり ⑧真空ぎり 

⑥いなずまぎり 

4 、弁天さまのお使いはなに？ 

④ヘビ ⑧イヌ ⑥サル 

5 、アメリカはドノ1'O ではフィリピンの通貨 

は？ 

④フラン ⑧セント ⑥ペソ 

〔応募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、4月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンセ『ルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

ン例 問題l B 問題2 B 問題3 C 

【第43回の解答】 

1 ⑧ 2 ⑥ 3 ⑧ 

、
 争 

一
 

、
 

一
 

、
 

一
 

、
 

一
 

、
 
)
 
、
 

一
 

、
 

一
 

、
 
)
 
、
 

一 、
 
》
 
、
 

一
 

、
 

一
 

、
 

一
 

、
 

一
 

、
 

一
 

、
 

》
校
キ
量
I
業
す
る
 

》
ま
で
の
児
童
）
 

、
 

難
な
人
に
は
、
世
帯
更
生
資
金
の
貸
付
 

制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
役
場
年
 

金
係
又
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
窓
ロ
に
 

お
た
ず
ね
下
さ
い
。
 

年
金
係
 

国
民
健
康
保
険
 

被
保
険
者
証
の
更
新
 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
 

方
が
、
現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
 

証
の
有
効
期
限
は
、
五
十
五
年
三
月
三
 

十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

四
月
一
日
か
ら
は
、
新
し
い
被
保
険
 

【
受
給
資
格
】
 

児
童
手
当
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が
 

あ
る
日
本
国
民
が
、
次
の
要
件
に
あ
て
 

は
ま
っ
て
い
る
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

●
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上
 

養
育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
人
以
 

上
が
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
（
中
学
 

者
証
で
な
い
と
医
療
機
関
等
で
診
療
が
 

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

係
で
は
、
三
月
二
十
五
日
か
ら
更
新
 

手
続
き
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
 

済
ま
せ
て
い
な
い
方
は
、
早
目
に
お
い
 

出
て
下
さ
い
。
 

O
と
こ
ろ
→
役
場
住
民
課
国
保
係
（
窓
 

ロ
⑤
番
）
固
2
0
0
4
→
⑤
 25 

③
持
参
す
る
も
の
→
現
在
使
用
さ
れ
て
 

い
る
被
保
険
者
証
、
印
か
ん
 

国
民
健
康
保
険
 

加
入
者
の
皆
さ
ん
（
 

●
税
金
は
納
め
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
 

は
六
人
世
帯
の
場
合
四
九
七
万
円
）
に
 

満
た
な
い
こ
と
。
 

【
支
給
額
】
 

児
童
享
当
の
額
は
、
児
童
一
人
に
つ
 

き
月
額
五
千
円
（
町
村
税
所
得
割
の
額
 

が
な
い
受
給
者
は
月
額
六
千
五
百
円
）
 

で
す
。
 

児
童
手
当
制
度
 

で
あ
る
こ
と
。
 

な
お
、
児
童
 

に
つ
い
て
は
、
自
分
の
子
供
で
あ
る
必
 

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
子
窒
査
育
し
 

て
い
れ
ば
、
受
給
要
件
を
満
た
す
こ
と
 

に
な
り
ま
す
。
 

●
そ
の
人
の
前
年
の
収
入
が
、
 
一
定
 

額
（
例
え
ば
、
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
 

の
あ
ら
ま
し
 

※
は
じ
め
て
児
童
享
当
の
支
給
を
受
 

け
よ
う
と
す
る
場
合
や
、
児
童
手
当
の
 

受
給
者
が
住
所
を
他
の
市
町
村
に
か
え
 

た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
児
童
享
当
認
定
 

請
求
書
を
役
場
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

ま
た
、
児
童
が
生
ま
れ
た
こ
と
な
ど
 

h
、

 

Iりり 

未
だ
納
税
の
す
ん
で
い
な
い
方
は
、
 

今
す
ぐ
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

●
税
金
は
、
み
ん
な
の
医
椿
響
（
に
使
わ
 

れ
る
大
切
な
お
金
で
す
。
 

●
社
会
保
険
な
ど
の
他
の
保
険
に
加
入
 

さ
れ
た
方
は
、
す
ぐ
に
届
を
し
ま
し
 

よ、つ。 

●
資
格
を
そ
う
失
さ
れ
た
方
で
（
他
保
 

険
な
ど
に
加
入
し
た
方
）
保
険
証
を
 

返
し
て
い
な
い
方
は
、
今
す
ぐ
に
保
 

険
証
を
返
し
て
下
さ
い
。
 

税
務
課
徴
収
係
 

住
民
課
国
保
係
 

に
よ
り
養
育
さ
れ
る
児
童
が
ふ
え
た
受
 

給
者
は
、
児
童
手
当
額
改
定
請
求
書
を
 

提
出
し
て
下
さ
い
。
児
童
享
当
の
支
給
 

を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
請
求
を
し
た
月
 

の
翌
月
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
 

受
給
資
格
が
生
じ
た
場
合
や
住
所
が
か
 

わ
っ
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
認
定
（
改
 

定
）
請
求
を
し
て
下
さ
い
。
そ
う
し
な
 

い
と
受
け
ら
れ
る
月
分
の
児
童
手
当
が
 

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
 

児
童
手
当
の
支
給
、
そ
の
他
こ
の
制
 

度
に
つ
い
て
お
わ
か
り
に
な
ら
な
い
こ
 

と
や
、
届
書
の
書
き
方
な
ど
に
つ
い
て
 

の
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
福
祉
同
和
課
 

福
祉
係
ま
で
お
間
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

固
2
0
0
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⑤
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が
で
き
る
の
は
、
麹
告
期
限
か
ら
一
年
 

以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

（
五
十
五
年
 

分
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
 

十
五
日
ま
で
で
す
。
）
 

⑥
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
 

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
、
 

申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
は
い
今
か
ら
 

で
も
確
定
申
告
（
「
期
限
後
申
告
」
）
を
す
 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

修
正
申
告
、
更
正
の
請
求
、
期
限
後
 

申
告
の
手
続
き
な
ど
分
か
ら
な
い
点
は
、
 

最
寄
り
の
税
務
署
や
税
務
相
談
室
で
一
」
 

相
談
く
だ
さ
い
。
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ジ
 

と
税
金
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
税
金
は
、
給
料
や
 

ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源
泉
徴
収
で
引
か
れ
て
 

い
ま
す
の
で
、
自
分
の
税
金
が
ど
の
よ
 

う
に
計
算
さ
れ
て
い
る
の
か
よ
く
分
か
 

フ 

ノ 

血
 

献
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

三
月
十
三
日
（
木
）
、
午
前
十
時
ー
午
後
四
時
ま
で
 

実
施
し
た
献
血
で
は
、
百
三
十
三
名
（
適
百
十
七
名
、
 

不
十
六
名
）
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

ど
う
も
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
回
を
重
 

ね
る
毎
に
参
加
者
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
次
回
は
五
 

月
下
旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
 

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

ー
福
祉
係
ー
  ノ 

ら
な
い
と
い
う
人
が
案
外
い
ま
す
。
 

一
年
間
の
給
与
収
入
か
ら
、
サ
ラ
リ
 

ー
マ
ン
の
必
要
経
費
に
当
る
「
給
与
所
 

得
控
除
」
を
し
た
も
の
を
給
与
所
得
と
 

い
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
給
与
所
得
 

か
ら
基
礎
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
の
所
 

得
控
除
額
を
差
引
い
た
残
額
に
税
座
を
 

か
け
て
そ
の
年
の
所
得
税
を
計
算
し
ま
 

す。 と
こ
ろ
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
 

毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
所
得
税
 

×
 

を
差
引
か
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
年
間
の
 

税
金
を
概
算
的
に
月
割
計
算
し
た
と
こ
 

ろ
で
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
 

で
す
か
ら
、
そ
の
年
の
所
得
税
と
は
 

必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
 

最
後
の
給
与
の
支
払
い
を
受
け
る
と
き
 

に
、
そ
の
過
不
足
を
精
算
し
ま
す
。
こ
 

れ
を
年
末
調
整
と
い
い
ま
す
。
 

従
っ
て
、
 

一
般
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
 

給
与
の
ほ
か
に
所
得
が
な
け
れ
ば
、
改
 

め
て
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

④⑧⑥ にu ④
 

4
' 

【正解者】 

今回の応募総数12通のうち、正解は1通で 

した。よって、次の方に記念品を贈ります。 

（敬称略） 

レ田中 芳子（下桜） 

※前回の間5は出題ミスで（④）⑧＠いずれも正 

解といたします。 

[4 月の休館日〕 

7 日、14日、21日 

28日、29日 

〔演 芸 日〕 

3 日、6 日、10日 

13日、17日、20日 

24日、27日 

ー

）

 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

〔
香
典
返
し
〕
 

ー
敬
称
略
ー
 

金 金 金 金 金 

封
 
高
林
 

孝
（
猿
畑
）
 

封
 
高
林
 

厚
（
ガ
）
 

封
 
高
林
 
秀
夫
（
市
場
）
 

封
 
藤
村
 
純
子
（
車
道
）
 

封
 
藤
村
 
憲
明
（
下
小
路
）
 

3
月
 14 

日
現
在
 

〔寄 

付〕 

〇
松
葉
隆
夫
（
一
万
円
）
 

※
四
月
一
日
か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
 

運
営
規
程
が
一
部
変
り
ま
す
。
 

一
、
休
館
日
 
月
曜
日
並
び
に
祝
祭
日
 

の
翌
日
・
月
曜
日
並
び
に
祝
祭
日
 

二
、
入
館
料
（
四
月
中
旬
改
正
予
定
）
 

老
人
・
子
供
・
身
障
者
・
母
子
家
庭
 

・
生
保
家
庭
等
五
〇
円
f
七
O
円
 

〔福祉バス運行日〕 

2 日、 3 日、 5 日、 6 日 

9 日、10日、12日、13日 

16日、17日、19日、20日 

23日、24日、26日、27日 

〔仏教法話会〕 

12日出 午前11時より 

ー
‘
'
.
,
．
ー
 

ー

ー

 

、、 ノ 



昭和55年4月1日 け
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

第207号 広 報 あ か '1 、 

ら せ 知
 

お
 

忘れないで心にとめて 

おきましょう。 

ご
み
料
金
が
 

改
訂
さ
れ
ま
す
 

55 

年
5
月
ー
日
か
ら
 

廃
棄
物
の
処
理
（
し
尿
・
ご
み
）
に
 

つ
い
て
は
、
平
素
か
ら
皆
様
方
の
ご
協
 

力
で
、
特
に
ご
み
の
分
割
収
集
（
可
燃
 

・
不
燃
）
に
当
り
ま
し
て
は
、
各
家
庭
 

に
お
け
る
主
婦
の
方
は
勿
論
、
住
民
の
 

皆
様
方
に
絶
大
な
る
ご
協
力
、
ご
理
解
 

の
も
と
着
々
と
そ
の
効
果
を
挙
げ
つ
つ
 

あ
る
こ
と
を
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
 

ま
す
。
 

町
と
し
ま
し
て
は
、
公
共
料
金
の
値
 

上
げ
は
、
町
民
の
比
昆
体
方
に
出
来
る
だ
 

け
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、
関
係
機
関
 

と
密
接
な
連
け
い
を
と
り
な
が
ら
協
議
 

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
 

一
昨
年
以
来
、
ご
み
収
集
業
者
（
下
 

田
川
四
カ
町
の
業
者
組
合
）
か
ら
諸
物
 

価
の
上
昇
に
伴
う
人
件
費
、
物
件
費
等
 

の
負
担
増
の
た
め
、
業
者
の
企
業
努
力
 

の
み
で
は
限
度
が
あ
り
、
収
集
料
金
の
 

引
上
げ
を
し
て
欲
し
い
旨
の
申
し
入
れ
 

が
あ
り
、
下
卿
川
四
カ
町
共
同
で
組
合
 

と
交
渉
を
重
ね
、
再
三
に
亘
り
協
議
を
 

続
け
た
結
果
、
現
行
の
料
金
を
改
訂
せ
 

ざ
る
を
得
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
 

よ
っ
て
、
こ
の
度
、
三
月
定
例
町
議
 

会
で
、
ご
み
料
金
の
改
定
案
が
提
出
さ
 

れ
、
慎
重
に
検
討
さ
れ
た
結
果
、
引
き
 

上
げ
は
止
む
を
得
な
い
と
し
て
可
決
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

各
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
諸
物
 

価
上
昇
の
折
、
家
計
も
大
変
な
こ
と
と
 

思
い
ま
す
が
、
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
 

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
現
行
→
二
三
〇
円
（
 
カ
月
一
世
帯
当
）
 

●
改
訂
→
ニ
六
〇
円
（
 

方 

ガ 

） 

住
民
課
 

手
数
料
金
が
 

改
訂
さ
れ
ま
す
 

55 

年
4
月
ー
日
か
ら
 

諸
物
価
の
上
昇
お
よ
び
社
会
一
般
の
 

実
情
に
か
ん
が
み
、
手
数
料
金
が
次
の
 

よ
う
に
改
訂
さ
れ
ま
す
の
で
、
住
民
の
 

皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
土
地
及
び
建
物
証
明
 

一
件
に
つ
き
七
〇
円
→
一
〇
〇
円
 

●
印
か
ん
証
明
 

一
件
に
つ
き
七
〇
円
→
一
〇
〇
円
 

●
図
書
閲
覧
 

一
件
に
つ
き
七
〇
円
→
一
O
〇
円
 

●
住
民
票
及
び
戸
籍
の
附
票
の
謄
抄
本
 

一
件
に
つ
き
七
〇
円
→
一
O
O
円
 

た
だ
し
、
住
民
票
謄
本
に
つ
い
て
は
 

五
人
ま
で
七
〇
円
と
し
、
 
一
人
増
す
 

ご
と
に
一
〇
円
→
ニ
O
円
 

●
住
民
票
及
び
戸
藩
の
附
票
の
閲
覧
 

一
件
に
つ
き
七
〇
円
→
一
〇
〇
円
 

●
身
元
に
関
す
る
証
明
 

一
件
に
つ
き
七
〇
円
→
一
〇
〇
円
 

●
そ
の
他
諸
証
明
 

一
件
に
つ
き
七
〇
円
→
一
〇
〇
円
 

●
納
税
証
明
書
の
交
付
手
数
料
 

一
枚
ご
と
に
七
〇
円
→
一
O
〇
円
 

住
民
課
・
税
務
課
 

設
備
貸
与
制
度
の
 

ご
利
用
を
 

中
小
企
業
者
が
、
設
備
の
近
代
化
・
 

合
理
化
を
は
か
る
場
合
に
、
希
望
す
る
 

機
械
設
備
を
貸
与
協
会
が
購
入
し
、
そ
 

れ
を
長
期
低
利
の
賦
払
い
で
お
譲
り
す
 

る
制
度
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
申
込
受
付
期
間
 
四
月
一
日
よ
り
予
 

算
額
に
達
す
る
ま
で
。
 

▼
昭
和
五
十
五
」
止
‘
区
予
算
額
 

七
億
五
 

千
万
円
。
 

▼
申
込
窓
口
 
所
轄
の
商
工
会
議
所
・
 

商
工
ム
云
 

▼
貸
与
限
度
額
 

一
企
業
二
十
万
円
か
 

ら
千
五
百
万
円
ま
で
。
 

▼
貸
与
期
間
 
四
年
半
（
公
害
設
備
六
 

年
か
ら
十
一
年
半
）
 

▼
返
済
方
法
 
均
等
半
年
賦
払
 

▼
貸
与
損
料
（
利
息
）
 

年
五
％
 

▼
利
用
資
格
 
県
内
に
工
場
が
あ
り
、
 

一
年
以
上
の
事
業
実
績
の
あ
る
者
。
 

▼
そ
の
他
 
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
 

の
商
工
会
議
所
、
商
工
会
ま
た
は
本
 

協
会
に
お
尋
ね
下
さ
い
。
 

※
勉
福
岡
県
中
小
企
業
設
備
貸
与
協
今
 

（
福
岡
県
商
工
部
通
商
金
融
課
内
）
 

福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目
一
番
一
 

固
0
9
2
→
7
1
2
→
0
7
7
1
 

春
期
狂
犬
病
予
防
注
射
 

春
期
狂
犬
病
予
防
注
射
と
畜
犬
登
録
 

を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
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B困 

4
月
／
日
 

赤
池
町
役
場
 

赤
池
駅
前
公
園
 

赤
池
商
事
前
 

八
区
（
立
花
利
光
氏
宅
前
）
 

草
場
集
会
所
 

四
区
公
民
館
 

大
浦
共
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作
業
所
前
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人
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時
 
間
 

〇
登
録
手
数
料
 
二
千
円
 

〇
注
射
手
数
料
 
千
 
円
 

力
飼
犬
の
放
し
飼
い
は
危
険
で
す
一
 

飼
犬
の
飼
育
を
や
め
る
と
き
は
、
衛
 

生
係
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。
 

住
民
課
 

尺
八
愛
好
会
々
員
募
集
 

春
夏
秋
冬
、
か
な
で
る
尺
八
の
音
、
 

邦
楽
で
あ
る
尺
八
を
志
ざ
す
老
若
の
男
 

性
の
方
を
募
集
し
ま
す
。
 

初
心
者
は
大
歓
迎
し
ま
す
の
で
、
気
 

軽
に
お
申
込
み
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
 

お
り
ま
す
。
 

赤
池
竹
の
会
（
同
好
会
）
で
は
、
毎
 

月
、
金
曜
日
午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で
 

町
民
会
館
で
稽
古
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
 

す
。
授
業
料
は
二
千
五
百
円
で
す
。
詳
 

細
に
つ
い
て
は
次
の
と
こ
ろ
ま
で
ご
連
 

絡
下
さ
い
。
 

▼
連
絡
先
 
野
口
勝
昭
（
⑧
赤
池
4
7
 

6
5
）
又
は
渡
部
弘
美
（
⑧
赤
池
3
 

2
9
8

) 

田
川
地
区
斎
場
の
 

受
付
時
間
の
変
更
 

五
十
五
年
二
月
十
三
日
の
田
川
地
区
 

斎
場
組
合
議
会
で
、
受
付
時
間
が
次
の
 

と
お
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
受
付
時
間
 

⑨
午
前
 10 

時
か
ら
午
後
5
時
 

⑩
午
前
 11 

時
か
ら
午
後
5
時
 

※
五
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
実
施
 

無
縁
墳
墓
の
改
葬
 

次
の
者
に
縁
故
者
が
あ
れ
ば
期
日
ま
 

で
に
届
け
出
て
下
さ
い
。
 

▼
墓
地
の
所
在
地
 
愛
知
県
尾
西
市
開
 

明
字
城
堀
八
番
地
 

▼
墓
地
の
名
称
 
庚
申
寺
墓
地
 

▼
墳
墓
数
 
25 

基
 

▼
届
出
期
限
 
4
月
 21 

日
 

▼
届
出
先
 
愛
知
県
尾
西
市
開
明
字
城
 

堀
二
七
番
地
の
一
 
（
庚
申
寺
）
 

固
0
5
8
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→
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→
6
8
2
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